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抄録：視覚障害者が白杖を使用する際に、心理的な困難さを生じることが少なくない。本稿では、この心理的な困難さ
の要因を明らかにするため、項目収集のための予備調査を実施し、質問紙を作成した。さらに質問紙調査の実施と因子
分析を行ない、心理的困難さの構造について検討した。その結果、6因子が抽出され、特に「障害者扱いへの抵抗」、「誤解
への不安」、「障害を知られる不安」により、白杖の使用に困難さが生じていることが確認された。「誤解への不安」には就
労に関連する項目が多く、一部の対象者に実施したインタビューにおいても、職場での扱いの変化を恐れ、白杖が使えな
かったことが語られた。視覚障害者が白杖を使用する際の心理的困難さには、単に障害者側の白杖を持つ恥ずかしさや
障害受容の問題だけでなく、障害者と社会との関係性が関わる複数の要因が示唆された。
（別刷請求先：藤咲淳一）
キーワード：視覚障害者、白杖、心理的負担
緒言
視覚障害者が歩行する際に使用する白杖（盲人安全杖）
は、障害物の存在や歩道の縁などで歩行する方向を知るこ
とができるほか、周囲へ視覚障害者であることを知らせて
注意を促すことができることから、視覚障害者にとって重
要な補助具であり、全盲の視覚障害者だけでなく一部の弱
視者に対しても、眼科などにおいて積極的な使用が促され
ている（久保，1999）。
しかし、白杖を使用することは視覚障害者にとって容易
でないことも、視覚障害者の医療や福祉に関わる現場を中
心に知られている。特に健常者として生活していながら、
疾患や事故などにより視覚障害者となった者にとっては心
理的に大きな負担が生じるといわれ、歩行訓練を拒否した
り、訓練を受けて白杖を購入したりしても、実際に使用で
きない例などがこれまでにも報告されている（高田，
2003）。例えば、高田（2003）によると、中途視覚障害者が
白杖を使用するようになる過程には、多くの場合に大きな
心理的苦悩や葛藤を伴っており、本人から「障害者となっ
たことを周囲に知られたくない」といった声が聞かれるこ
とがあるという。白杖を使用することが容易でないこと
は、その他にも、河野（2003）など、多数の報告からもうか
がえる。筆者も視覚障害者（弱視）の一人であるが同様の
経験があり、筆者の知る視覚障害者の中にも白杖を使用し
ない視覚障害者が少なくない。2007（平成19）年4月にJR
大阪環状線桃谷駅で視覚障害の夫婦がホームから転落し、
進入してきた列車にひかれて重傷を負うという事故が発生
したが、全盲の夫だけでなく弱視の妻も白杖を使用してい
なかったことが報道された。このような事故についての報
道は過去にも多くあり、白杖の使用について大きな葛藤の
末で「持たない」という選択をしてこのような悲劇に遭遇
してしまうことが懸念される。
白杖使用の問題に関しては主に社会福祉分野にて研究
がされており、高田（2003）は、中途視覚障害者がなぜ白杖
を使用できないかを調査するため、視覚障害者161名に対
する質問紙調査を実施している。高田は、その結果を踏
まえ「多くの視覚障害者は、初期には、白杖を携行すること
によって障害者として扱われ、いまある生活や自己像を崩
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すことになるならば、白杖を携行せずに生きていくという
＜消極的な意思決定＞を行っていた。」と報告し、この問題
に心理的な要因が関わっていることを示している。また山
田ら（2001）の報告でも、これを「白杖を持つはずかしさ」
とし、「白杖歩行を妨げる最大の理由」としている。そして、
白杖を持ち始める初期にこの傾向が強く、調査の結果この
恥ずかしさが消えるまで平均５年を要するとしている。
このように、視覚障害者が白杖を使用する際には、心理
的な困難さを伴うことで白杖の使用が抑制されていると考
えられている。しかし、障害者の側の「はずかしさ」、「障害
者として扱われたくない」というやや一面的な解釈に留
まっている。白杖使用の抑制は、視覚障害者の安全や生命
に関わる大きな問題である。
本研究では、視覚障害者が白杖を使用することの困難さ
について、心理的な要因を明らかにすることを目的として
いる。この点については、これまでの研究により報告され
ているような「白杖を持つはずかしさ」や「障害の開示」以
外の要因があることが考えられるため、本研究において白
杖使用の困難さの構造を検討し、それへの対処法について
考察する。また、当事者の視点から白杖使用の問題を捉え
ることも一つの特徴としている。
研究対象と方法
1．予備調査
本調査において使用する、白杖を使用することの困難さ
の構造を量的に調査する質問紙を作成するため、山口
（1997）や河野（2003）による先行研究を参考に、白杖の使用
に伴う心理的な負担に関して項目収集を行った。
調査は、2011年1月～4月に、白杖を日常的に使用する
20歳以上の視覚障害者（全盲および弱視）を対象として実施
した。基本的に、障害の原因となる疾患の患者の会の支部
長などを経由して依頼し、各個人へは紙面（電子ファイルを
含む）により研究の目的と方法、個人情報保護、研究成果の
公表、回答者の権利（回答の中止、研究成果の開示等）につい
て説明した上で、同意された人へのみ回答と返送を依頼す
ることで行った。質問紙は、墨字版（通常の文字で大きめ
のゴシック体で記述したもの）、点字版、電子ファイル版の
3種類を用意し、希望に応じてこのいずれかを使用しても
らった。
26名より得られた回答について、KJ法により分類した
結果、「障害者扱い」、「不適切な援助」、「誤解」、「白杖の限
界」、「目立つ」、「実害」、「仕事への影響」、「障害を知られた
くない」、「家族への影響」、「過剰な心配」、「周囲の負担に
なる」、「犯罪への不安」の13のカテゴリーへ分類された。
なお分類は心理学研究科の学生2名と教員1名により実施
した。また、心理的な負担が小さくなったり、白杖を使う
きっかけとなったこととして、「周囲からの助けがあったこ
と」、「白杖歩行技術の習得」、「家族などからの白杖使用の勧
め」などの記述が得られた。
2．本調査
白杖を使用することの困難さに影響を与える要因を検
討することを目的として、因子構造を明らかにするための
量的調査を実施した。また、得られた下位尺度と、当事者
の障害の程度や障害を負ってから白杖を使用するまでの期
間との関連についても、併せて検討した。
（1） 実施方法と調査内容
予備調査の結果から得られた記述をもとに、74項目か
らなる質問項目を作成した。これら中には白杖を使うこ
との辛さ・苦痛、不安、怒りなどに関連した体験のほか、
白杖を使うきっかけや、心理的負担の軽減につながった出
来事を質問項目へ含め、5件法による調査（「3.特に影響は
なかった。又はこのような経験がなかった。」を基準とし
て、「1.抵抗や苦痛が小さくなった。」から「5．抵抗や苦痛
が大きくなった。」にて回答）を実施した。なお、作成した
質問紙については、視覚障害者3名へ内容の確認を依頼し、
白杖を使用する視覚障害者にとって過度の負担となる内
容はないことを確認した。
質問紙の配布は、主に障害の原因となる疾患の患者の会
等の団体（各県支部等）の長などへ、白杖を使用している視
覚障害者への質問紙の配布を依頼した。各個人へは紙面
（電子ファイルを含む）により研究の目的と方法、個人情報
保護、研究成果の公表、回答者の権利（回答の中止、研究成果
の開示等）について説明し、同意された人へのみ回答と返送
を依頼して調査を実施した。質問紙には予備調査と同様に、
墨字版（通常の文字で大きめのゴシック体で記述したもの）、
点字版、電子ファイル版の3種類を用意し、可能な限り希望
に応じてこのいずれかを使用してもらうように行った。
（2） 実施期間と実施対象
調査は、2011年7月～11月に、白杖を日常的に使用する
20歳以上の視覚障害者（全盲及び弱視）を対象として実施
し、83名から回答が得られた。
（3） 分析方法
統計ソフトSPSS 12.0Jを使用して、因子分析、t検定お
よび2要因分散分析を実施した。
3．当事者へのインタビュー
本調査によって得られた要因について、それぞれの視覚
障害者がどのように体験し、感じてきたかをインタビュー
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し、量的調査にて検討した内容を確認した。それとともに、
質問紙調査では明らかにならなかった困難さの要因につい
ても、可能な範囲で確認を行った。また、それぞれの視覚
障害者がこれらの問題をどのように解決してきたか、また
はどのような出来事が負担の軽減へ繋がったかを具体的に
取り上げることで、「白杖の使用に伴う心理的な困難さへの
対処」の検討へ繋げることを目的とした。
（1） 実施方法と実施内容
インタビューは実施者と調査への協力を申し出た対象
者（以下、「調査協力者」という。）の1対1による半構造化面
接にて実施し、調査協力者の年齢、視機能の状況、これまで
の白杖の使用状況を確認したうえで、質問紙調査において
「5.抵抗や苦痛が大きくなった」と回答した体験について、
項目毎に、①体験の詳細、②その際に感じたこと、③その
後の白杖の使用状況、④使用する際の抵抗や苦痛について
ひとつずつ尋ねた。また、質問紙調査では触れられていな
かったような抵抗や辛さがあったかを尋ね、併せてこれま
で感じてきた抵抗や苦痛が小さくなり、白杖をより使うこ
ととなったきっかけ・出来事、について質問した。なお、
インタビュー全体を通して、これまで調査協力者が体験し
てきた白杖使用に関する体験や想いについて話を聴きな
がらインタビューを進めていった。
インタビューは、調査協力者が行動する範囲内にある社
会福祉施設や公民館等の会議室のほか、調査協力者が希望
する場合に限り、調査協力者自身の自宅にて実施した。
また、実施にあたっては、目的、方法（筆記および ICレコー
ダーによる記録を含む）、個人情報保護、研究結果の開示、
研究成果の公表、調査への同意と同意の撤回について、
紙面と口頭により説明し、同意書への署名を得て実施した。
（2） 実施対象と実施期間
インタビューは、前章で報告した調査（本調査）の質問紙
に記載した「面接による調査実施のお願い」に対し、氏名と
住所等の連絡先を記載して協力を申し出た関東・中部・近畿
地方に在住の日常的に白杖を使用する視覚障害者（以下、
「調査協力者」という。）の5名に対して実施した。なお、
実施時期は2011年10月～11月であった。
結果
1．量的調査における対象者の特徴
質問紙調査の結果、64名から有効な回答が得られ、対象
者の平均年齢は54.37歳（SD=12.65）、性別は男性32名、
女性27名（未記入5名）であった。対象者の視力の状況は、
0.01以上が38名、0.01未満が19名で（未記入7名）、過半数
の対象者が弱視であった。
2．白杖を使用することへの抵抗・辛さの因子構造
得られた74項目のデータを基に、主成分法（varimax回
転）による因子分析を行った。ただし、74項目のうち10項
目については、過半数の回答者が「3.特に影響はなかった。
又はこのような経験がなかった。」を選んでいることなどを
考慮して分析から除外し、残る64項目を分析の対象とした。
主成分法・varimax回転による因子分析の結果、固有値
1.0以上で19因子が抽出された。そこで、因子数を19から
徐々に減らしながら、主成分法・varimax回転による因子分
析を繰り返したところ、因子の解釈から6因子解が適当で
あると判断された。この結果から因子負荷量が0.500に満
たない8項目を削除した因子パターンを表1に示す。なお、
6因子での累積寄与率は51.0%であった。
第Ⅰ因子は、「普通の人に見られたいという思いが働い
てしまった」（負荷量0.74）、「白杖を見ると無理やり優先席
へ連れて行く人が居た」（0.57）、「白杖を持つと弱者として
扱われてしまうと思った」（0.53）、など、多くが「障害者扱
い」に関する項目から構成されていたほか、「白杖を持つと
過剰な援助をされ困った」などの「不適切な援助」に関す
る項目から構成されていた。負荷量が最も大きかった
「白杖は目立ちすぎて嫌だった」（0.78）も含め、障害者と
して見られることへの抵抗や、それを不安視することで
生じている出来事が多いため、「障害者扱いへの抵抗」と
命名した。
第Ⅱ因子は、「白杖を持つと、ある程度のことはできると
気付いた」（0.82）、「白杖を持っていることで周囲の人が親
切にしてくれた」（0.81）、「白杖を持たないころに比べると
精神的な負担が減ったと感じた」（0.79）「白杖を持つと、
人が避けてくれるようになった」（0.53）、など、すべてが
「心理的な負担が小さくなったり、白杖を使うきっかけと
なったこと」に関することであるため、「効果の実感」と命
名した。
第Ⅲ因子は、「白杖を持つと、今の仕事を外されるかもし
れないと思った」（0.82）、「職場の上司には白杖を見られた
くないと思った」（0.73）、「白杖を持つと、会社を辞めさせ
られると思った」（0.59）など、現在の仕事や就労の継続に
ついての不安に関する項目のほか、「白杖を持つと、それほ
ど見えないのかと思われてしまいそうだった」（0.67）、
「白杖を持つと、一人前の人として扱われていないと感じ
た」（0.65）といった、視機能や人としての能力の低下を実
際よりも大きく捉えられることへの不安に関する項目から
構成されていた。仕事や就労に関する項目についても、
実際に職務能力が低下していることに対してではなく、
白杖を見られることでの仕事への影響を不安視していると
考えられることから、「誤解への不安」と命名した。
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表1．白杖を持つことの抵抗・辛さの因子パターン（varimax回転後）
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 平均値 SD 
Ⅰ障害者扱いへの抵抗（α=.89）
66 白杖は目立ちすぎて嫌だった。 0.78 -0.17 -0.06 0.21 -0.13 -0.17 3.44 1.01
58 白杖を持って援助を依頼しても、迷惑そうにされたことがあった。 0.77 -0.09 -0.16 0.20 0.13 0.18 3.14 0.84
60 普通の人に見られたいという思いが働いてしまった。 0.74 0.01 0.31 0.14 -0.02 0.08 3.62 0.84
63 白杖を持っていると、異性と交際できないと思った。 0.65 0.00 0.07 0.00 0.27 -0.16 3.38 0.91
43 人が白杖を掴んだり、むやみに身体に触られることが苦痛だった。 0.64 -0.07 -0.07 0.27 0.16 0.22 3.25 0.80
18 白杖を持っていると、自分が他人の記憶に残ってしまうと思った。 0.61 0.10 0.22 -0.01 0.03 0.06 3.10 0.78
57 白杖を持つことで、人に非常に心配されてしまうと思った。 0.60 -0.02 0.24 0.03 -0.10 -0.35 3.56 1.00
59 白杖を持つと、自分は障害者だとどうしても思ってしまった。 0.59 0.05 -0.05 0.48 -0.08 0.12 3.45 0.99
17 歩行が不安な場所へ来ても、白杖を出して使い出すのは変に思われな 
いかと不安だった。
0.58 0.09 0.23 -0.22 -0.01 -0.26 3.28 1.08
8 白杖を見ると、無理やり優先席へ連れて行く人がいた。 0.57 -0.03 -0.04 -0.11 -0.24 -0.04 3.33 0.72
5 白杖を持っていると、電車やバスの中で視線を感じた。 0.57 0.14 0.00 0.26 -0.10 0.32 3.44 0.82
9 電車などで席を譲られても、席がどこか判らず困った。 0.57 -0.13 -0.14 0.05 0.21 0.15 3.20 0.86
42 白杖を持つと、間違った案内をされてこまるときがあった。 0.57 -0.09 -0.12 0.13 0.14 0.19 3.27 0.70
52 白杖を持つと、少し見えていることがおかしいと思われないか不安に 
なった。
0.57 0.15 0.12 -0.26 0.10 -0.08 3.73 0.83
61 白杖を持つことは、自分が障害者であることをアピールしているよう 
だと思った。
0.56 0.14 0.11 0.00 0.06 0.02 3.33 1.14
67 白杖を持つと、幼い子供が怖がると思った。 0.53 -0.05 0.03 0.29 0.08 -0.29 3.08 0.52
47 白杖を持つと弱者としてあつかわれてしまうと思った。 0.53 0.07 0.33 0.04 0.05 0.02 3.59 0.73
44 白杖を持つと過剰な援助をされ困った。 0.52 -0.01 0.28 -0.23 0.23 0.16 3.22 0.71
Ⅱ効果の実感」（α=.91）
29 白杖を持つと、ある程度のことはできると気付いた。 -0.05 0.82 0.09 -0.13 0.25 0.10 2.20 1.01
11 白杖を持っていることで周囲の人が親切にしてくれた。 -0.01 0.81 0.06 -0.21 0.19 0.15 1.81 0.97
62 白杖を持たないことに比べると精神的な負担が減ったと感じた。 -0.10 0.79 0.15 0.01 0.00 0.23 2.24 1.15
1 白杖を持ったら歩行の不安が軽減された。 0.07 0.75 0.13 0.00 -0.09 -0.18 1.70 0.79
51 積極的に行動したかった。 0.14 0.71 0.06 0.15 0.22 0.00 2.52 1.22
21 白杖を持ったほうが、速く歩けると感じた。 0.09 0.70 0.01 -0.22 -0.10 -0.25 2.09 1.08
2 白杖を持っていたら、危険な場所を教えてくれた。 0.08 0.69 0.06 0.04 0.06 -0.08 1.78 0.85
12 白杖なしで柱にぶつかったりしていたことに比べると、白杖を持って 
楽になった。
-0.09 0.68 -0.02 0.02 -0.13 -0.34 1.72 0.88
38 白杖を持つことで大きな安心感が得られた。 -0.08 0.66 0.10 0.22 -0.21 -0.23 1.84 0.96
16 訓練を受けたことで白杖の使い方が上達した。 0.04 0.62 -0.10 -0.34 0.15 -0.13 1.98 0.94
14 白杖を持っていたら、人混みの中で周りの人が気を使ってくれた。 -0.12 0.59 0.16 -0.13 0.23 0.36 2.00 0.98
45 白杖を持つと、人が避けてくれるようになった。 0.16 0.53 0.02 -0.09 -0.08 0.12 1.97 0.97
Ⅲ誤解への不安（α=.79）
35 白杖を持つと、今の仕事を外されるかもしれないと思った。 -0.02 0.10 0.82 -0.01 0.15 -0.18 3.37 0.83
31 職場の上司には白杖をみられたくないと思った。 -0.12 0.04 0.72 0.13 0.07 0.01 3.18 0.67
32 白杖を持つと、それほど見えないのかと思われてしまいそうだった。 0.05 0.10 0.67 -0.14 0.01 -0.08 3.70 0.91
50 白杖を持つと一人前の人として扱われていないと感じた。 -0.04 -0.13 0.65 0.29 0.32 0.04 3.59 0.80
24 白杖を持つと、会社を辞めさせられると思った。 0.08 0.01 0.59 0.08 -0.16 0.10 3.26 0.70
22 職場に、白杖を持つことに反対する人が居た。 0.20 0.18 0.55 -0.11 -0.13 -0.01 3.13 0.43
68 白杖を持つと、家族が困ると思った。 0.36 0.11 0.52 0.23 0.01 -0.18 3.34 0.86
Ⅳ障害を知られる不安（α=.71）
56 自分の見えにくさを知られてしまうことが辛かった。 0.33 -0.16 0.15 0.75 0.12 -0.02 3.32 0.95
13 白杖の使用後に本を読み始めたら、怒り出す人がいそうだと思った。 0.03 0.10 0.36 -0.66 -0.06 -0.17 3.47 0.77
26 知人に白杖を持った姿を見られるのが嫌だった。 0.04 0.01 0.32 0.64 0.04 0.08 3.67 0.84
10 弱視で白杖を使うと、見えるのになぜ杖を持っているのかと思われ 
そうだった。 0.17 0.18 0.20 -0.56 0.31 0.16 3.77 0.86
27 近所の人たちに目が悪いことを知られたくなかった。 0.11 -0.25 0.01 0.55 0.01 -0.10 3.52 0.91
Ⅴ迷惑をかけることへの不安（α=.66）
74 自分にとって大切な人が白杖を持つことを勧めてくれた。 -0.11 0.00 0.16 0.14 -0.61 0.18 2.53 1.01
72 電車などで白杖を持って立っていると、周囲の人が困ると思った。 0.24 0.06 0.20 0.24 0.57 -0.35 3.28 0.74
25 白杖を持つと同情されるのが苦痛だった。 0.33 -0.16 -0.01 0.15 -0.56 -0.06 3.30 0.78
69 白杖を持った方が良いと上司や同僚が勧めた。 -0.04 0.12 0.04 -0.04 -0.56 0.01 2.62 0.71
34 近所の壁の家を白杖で突いてしまうことが気になった。 0.12 0.04 0.22 0.48 0.53 0.34 3.13 0.55
48 白杖を持っていると、利用を断られるお店や施設、サービスなどが 
あった。
0.34 0.11 0.37 -0.14 0.53 -0.14 3.43 0.76
Ⅵ具体的な不利益（α=.52）
46 白杖を持っていると、混雑した電車などへの乗車を止められること 
があった。
0.13 -0.14 0.38 -0.14 -0.15 -0.66 3.11 0.48
39 白杖を蹴られることがあった。 0.12 -0.05 -0.07 -0.02 -0.03 0.63 3.41 0.92
53 視覚障害者を子どもにとって危険な存在として扱う人がいた。 0.17 0.11 0.24 -0.11 -0.25 0.62 3.13 0.73
54 白杖を持つと、荷物が持てなく困ることがあった。 0.19 -0.27 -0.03 0.05 -0.14 0.61 4.03 0.82
累積寄与率（％） 13.6 25.0 32.9 39.8 45.6 51.0
因子抽出法：主因子法
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第Ⅳ因子は、「自分の見えにくさを知られてしまうこと
が辛かった」（0.75）、「知人に白杖を持った姿を見られるの
が嫌だった」（0.65）など、自身の目の状況を知られてしま
うことへの不安に関する項目での負荷量が大きかったこと
から、「障害を知られる不安」と命名した。
第Ⅴ因子は、「電車などで白杖を持って立っていると、
周囲の人が困ると思った」（0.57）、「近所の家の壁を白杖で
突いてしまうことが気になった」（0.53）など、白杖を使用
することで周囲の迷惑となることを不安視する項目が負の
負荷量となっていることから、「迷惑をかけることへの不
安」と命名した。
第Ⅵ因子は、4項目のうち2項目で、「白杖を蹴られるこ
とがあった」（0.64）、「白杖を持つと、荷物が持てなく困る
ことがあった」（0.61）など、実際に白杖を使用して困るこ
とで構成されていることから、「具体的な不利益」と命名
した。
次に、因子分析によって、各因子に0.50以上の負荷量を
示した項目のα係数を算出した。その結果、第Ⅰ因子か
ら第Ⅳ因子までは0.71～0.91と、おおむね信頼できる内的
整合性が示された。第Ⅴ及び第Ⅵ因子については0.66と
0.52と、やや低いものとなった。各因子に0.50以上の負
荷量を示した項目の平均値を算出し下位尺度得点とした
が、第Ⅴ及び第Ⅵ因子はα係数が低かったので、結果の信
頼性を考慮し、以後の分析には第Ⅰ因子から第Ⅳ因子まで
を用いることとした。第Ⅰ因子「障害者扱いへの抵抗」の
得点を、「障害者扱いへの抵抗」得点と呼び、第Ⅱ因子から
第Ⅳ因子についても同様とした。各下位尺度得点の平均
は、「障害者扱いへの抵抗」得点が3.39（標準偏差0.549）、
「効果の実感」得点が1.98（0.710）、「誤解への不安」得点が
3.37（0.543）、「障害を知られる不安」得点が3.04（0.600）
であった。下位尺度得点の平均を見ると、「効果の実感」得
点は、基準となる選択肢の「3.特に影響はなかった。又は
このような経験がなかった。」に相当する 3.0を下回り、
他の3つの得点に比べて極端に平均値が小さいことが明
らかとなった。これらのことから、「効果の実感」が白杖を
使用する際の抵抗や苦痛を軽減していると判断された。
以上の結果から、白杖を使用する際の抵抗や苦痛の要因
として今回明らかになったものとして、「障害者扱いへの抵
抗」、「誤解への不安」、「障害を知られる不安」の3つの因子
が確認された。
 
3．障害の程度などによる因子構造の違い
算出された下位尺度得点について、障害の程度（全盲又
は弱視）、白杖を日常的に使用するまでの期間のほか、性別
により下位尺度得点に差がみられるか平均値の比較を行っ
た（表2）。その結果、全盲のほうが弱視よりも有意に「効果
の実感」得点（t（55）=2.13, p<0.05）および「誤解への不安」
得点（t（55）=1.72, p<0.05）が小さく、「障害を知られる不
安」得点（t（55）=1.89, p<0.05）が大きかった。また、白杖
を日常的に使用するまでの期間では、白杖を持つまでの期
間が2年未満の方が、2年以上のよりも有意に「障害を知ら
れる不安」得点が大きく（t（62）=2.64, p<0.01）、性別にお
いても、「障害を知られる不安」得点は女性の方が男性より
も有意に大きかった（t（57）=2.42, p<0.05）。
表2．視力の程度、白杖を使用するまでの期間及び性別による下位尺度得点の比較
障害者扱いへの抵抗 効果の実感 誤解への不安 障害を知られる不安
障害の程度
全盲（19名） 平均 3.28 1.63 3.13 3.28
（標準偏差） （0.776） （0.750） （0.557） （0.645）
弱視（28名） 平均 3.36 2.05 3.39 2.95
（標準偏差） （0.373） （0.600） （0.455） （0.585）
t値 0.55 2.13* 1.72* 1.89*
使用するまでの期間
0～1年（35名） 平均 3.37 2.08 3.41 3.21
（標準偏差） （0.404） （0.786） （0.459） （0.577）
2年以上（29名） 平均 3.41 1.87 3.33 2.83
（標準偏差） （0.693） （0.600） （0.635） （0.573）
t値 0.27 1.15 0.56 2.64**
性別
男（32名） 平均 3.33 1.84 3.43 2.89
（標準偏差） （0.690） （0.629） （0.689） （0.707）
女（27名）
平均 3.45 1.95 3.24 3.27
（標準偏差） （0.355） （0.646） （0.257） （0.416）
t値 0.81 0.62 1.36 2.42*
* p<0.05, ** p<0.01。
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次に、算出された下位尺度得点をもとに、視力の程度（2）
×白杖を使うまでの期間（2）の2要因分散分析を行った
（表3）。その結果、「誤解への不安」得点にて、交互作用が有
意であった（F（1,53）=5.443, p<0.05）。また、下位検定の
結果より、全盲よりも弱視の方が、有意に「誤解への不安」
得点が大きく（F（1,53）=5.539, p<0.05）、また、「障害を知
られる不安」得点が、白杖を持つまでの期間が2年以上よ
りも2年未満の方が大きかった（F（1,53）=6.371, p<0.05）。
「効果の実感」得点は、全盲の方が弱視より有意に小さく、
（F（1,53）=7.059, p<0.05）、抵抗や苦痛が小さくなる経験
が弱視よりも全盲の方が多かった。
なお、「障害者扱いへの抵抗」得点については、全てにお
いて有意な差は見られなかった。
4．当事者へのインタビューで得られた結果
インタビューは5名の調査協力者へ実施したが、調査協
力者の年齢は20歳代後半～50歳代前半で、平均年齢は
42.8歳であった。性別は男性が3名、女性が2名であった。
障害の程度は全盲（視力が0.01未満）が2名で弱視が3名で
あり、弱視者のうち2名は視野の欠損を有していた。障害
の原因となる疾患としては、網膜色素変性症が2名、外傷
性緑内障が1名、先天性多発奇形が1名、網膜剥離が1名、
網脈絡膜変性症が1名、ぶどう膜炎が1名であった（一部、
重複して疾患を有する調査協力者がいた）。
インタビューにおいては、特に「障害者扱いへの抵抗」と
「誤解への不安」に関連する経験について、調査協力者の多
くから話を聴くことができた。「障害者扱いへの抵抗」に
ついては、白杖を持つことで周囲からの見方が大きく変わ
ることや、目が見えなくなったことを周囲の人に伝えたこ
とで、「ごはんは誰が作るの? 洗濯は誰がするの?」など訊
かれることが多くなり、「人に何もできなくなったと思われ
るのが嫌だ」という意識が生まれることで、白杖への抵抗
が大きくなったという事例が確認された。また2名から電
車の中で高齢の方から席を譲られたことが「辛い体験」と
して語られ、1名については電車の中では立つ位置によっ
ては「白杖をしまう」との話も聴かれた。
「誤解への不安」に関連した経験としては、視覚障害者
（弱視者）であっても本を利用することが一般に理解されて
いないことから生じる誤解への不安について2名から話さ
れた。また、仕事に関連する経験が3名から話され、特に
自営業を営む家族にとって、白杖を使うことが大きな問題
であったことが語られた。
第Ⅰ因子とⅢ第因子については多くの経験が話され、
概ね問題の無い解釈だったと判断されたほか、内的整合性
表3．視力の程度及び白杖を使用するまでの期間による下位尺度得点の変化（標準偏差と分散分析結果）
白杖を使用するまでの期間 F値
0～1年
（29人）
2年以上
（28人） 視力 期間 交互作用
障害者扱いへの抵抗
全盲
3.38 3.11
0.498 0.110 0.546
（0.489） （1.147）
弱視
3.27 3.44
（0.361） （0.375）
効果の実感
7.059* 1.345 3.894
全盲
1.84 1.26
（0.873） （0.210）
弱視
1.97 2.12
（0.697） （0.510）
誤解への不安
5.539* 2.741 5.443*
全盲
3.33 2.79
（0.479） （0.443）
弱視
3.34 3.43
（0.479） （0.443）
障害を知られる不安
2.147 6.371* 0.153
全盲
3.48 2.94
（0.363） （0.927）
弱視
3.12 2.81
（0.686） （0.456）
* p<0.05。（　）内は標準偏差。ここでは全盲＜0.01、弱視≧0.01とした。
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が示されなかった第Ⅵ因子「迷惑をかけることへの不安」
についても、周囲の人を転倒させてしまうことや、電車の
中で白杖を持っていると、周囲の人が席を譲らなければな
らなくなることを懸念する内容などが話され「白杖を堂々
と見せることは、自分はできない」との言葉も聴かれるな
ど、「迷惑をかけることの不安」についても白杖を使用する
ことの心理的困難さに関連していることがうかがえた。
また、抵抗や苦痛の軽減に繋がった体験としては、
「安心・安全を感じたこと」、「自分の症状に合った行動をし
ていたことで、周囲から自分を良く理解してもらえるよう
になったこと」、「白杖を持つことでコミュニケーションが
豊かになったこと」の3つが得られた。
考察
1．白杖を使用することの心理的な困難さについて
本研究での調査から、視覚障害者の多くが白杖を使用す
ることの心理的な困難さに影響を与えるような体験をして
いることが明らかになった。心理的な困難さの要因として
「障害者扱いへの抵抗」のほか、「誤解への不安」と「障害を
知られる不安」という、障害者と社会との関係性が関わる
要因が確認された。また、このような負担や苦痛を軽減す
る要因として、「効果の実感」の存在が認められた。これら
以外にも「迷惑をかけることの不安」についても心理的困
難さの要因としての影響が示唆された。
特に「障害者扱いへの抵抗」と「誤解への不安」につい
ては、当事者へのインタビューにおいて調査協力者それ
ぞれの原因となった体験を確認することができた。「障害
者扱いへの抵抗」は、弱者として扱われることへの抵抗が
主であるのに対し、「誤解への不安」は主に障害の程度を
重く見られ、過剰な援助や職業等の問題に繋がることを
不安視する因子であると考えられる。また、「誤解への不安」
に関しては、これまでに明確に要因として示されたことは
ない困難さが、実際に多くの障害者で生じていたことが確
認された。
一方、内的整合性が十分でないと判断された「迷惑をか
けることへの不安」は、当事者へのインタビューにおいて
もこの種の抵抗や苦痛が存在することが確認され、困難さ
の要因となっていることが示唆された。
本研究では、「誤解への不安」という要因が確認できた
が、白杖を持つことで障害の程度を誤解され、職業の面に
このことが影響することを不安視する傾向が認められた。
特に比較的ゆっくりと疾患が進行した弱視者に、より大き
くみられ、弱視者特有の問題である可能性があると考えら
れた。
2．心理的な困難さへの対処についての検討
白杖を使用することの困難さは多くの視覚障害者が経
験してきたことである。本研究においても、この困難さに
より実際に「白杖を使用しない」という発言・記述がみられ
たことから、この問題から視覚障害者が事故などに遭う危
険性が示されることとなった。得られた発言や記述から
は、白杖を使用することを当事者自身が何とか納得したり、
眼疾患の悪化から否応なく白杖を使うことを迫られたり
と、対処の難しさも明らかとなってきた。しかしながら、
このような経験の中で多くの視覚障害者が、白杖への抵
抗や苦痛が軽減された経験を有している。このことは、
現在、白杖使用の問題で悩んでいたり、今後この問題で悩
むことになる視覚障害者にとっては有益な情報となると
考えられる。
対処法のひとつとして、当事者に対して「白杖の有益さ
を伝えること」が挙げられる。この機会として考えられる
のが医療現場ではないだろうか。現在、医療現場にて視覚
障害者に対して白杖に関する訓練や詳しい情報提供・相談
等を行っているのはロービジョンクリニック等を併設した
一部の医療機関に限られ、そのような医療機関のない地域
も少なくない。このような中で、一般の眼科において少し
でも、「白杖により確保される安心・安全」や、本研究の事例
にみられたような「自分を知ってもらえる」ことなど、白杖
を使用するようになった視覚障害者がこれまで感じてきた
有益なことを伝えていくことができれば、白杖を持つ困難
さが、少しずつでも減るのではないかと思われる。このこ
とは当然ながら視覚障害者同士が行うこともでき、患者の
会などにおいて、白杖の有益性を伝える活動が促進される
ことで効果が上がることも期待できると思われる。
また、「障害者扱いへの抵抗」や、本研究において明らか
になった「誤解への不安」については、これには視覚障害
者は何もできないと思われる不安と、弱視を理解されない
という不安との2種類がある。この両方については社会
の側が認識を深めていくことが欠かせないと考えられる。
弱視者から寄せられた「白杖の使用後に本を読み始めた
ら、『何だ見えるんじゃないか』という声が聞こえてきた。」
といった出来事は、社会において「弱視」が知られていな
いことから生じていると思われる。また、当事者へのイン
タビューで語られた、白杖を持っているとツアー旅行への
参加やスポーツ施設等の利用を断られるといった出来事
は視覚障害者全体への理解が十分でないことの表れのよ
うに思われる。このほか、「自分の住む地域では白杖を知
らない人が居る」といった声も寄せられており、学校教育
の場へ働きかけるなど、社会に対する啓蒙が必要であると
言える。
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もうひとつ言えることは、職業的な問題が大きく関連し
ているということである。「誤解への不安」を構成する項
目のいくつかは就労関係の項目であり、当事者へのインタ
ビューにおいても、仕事に関する発言が数多くあった。
視覚障害者は、白杖を使用して「今の仕事を続けられるか」
大きな不安を持っている。自営業の場合は難しい問題であ
るが、近年、企業における障害者の就労は少しずつではあ
るが進んでいる。多くの企業が障害者雇用促進法を遵守す
るために積極的に障害者雇用に取り組んでおり、近年は法
定雇用率を達成する企業が5割に近い。法令が対象とする
企業規模も年々広げられているほか、企業に対しての支援
制度も年々充実されており、支障の少ない業務を中心に働
けるような工夫を行うことや、障害者となる以前から勤務
する企業での就労継続を目指す動きもみられている。この
ような状況であることから、すでに眼疾患を有し、今後の
症状の進行が考えられる当事者に対して職業的な展望を示
すことは、白杖を使用する心理的な困難さを軽減すること
にも繋がると考えられる。
白杖を使用するかどうかは、当事者本人が決定すべきこ
とである。しかし、本人が安全を確保するために「使いた
い」のにも関わらず、抵抗や苦痛が大きくて「使えない」と
いう状態であるならば、これに対しては支援が行われ、
積極的に使用されるようになっていくことが望ましいと考
える。
3．本研究の問題点と今後の課題
本研究においては、白杖を使用することの心理的な困難
さに関して、いくつかの要因を確認することができた。
またその影響は、障害の程度などにより異なることも明ら
かとなった。
しかしながら、本調査のために行った質問紙調査におい
て回収された回答は、配布数の35.1%（墨字・点字版におい
て）であり、質問紙を受け取った視覚障害者のうち、過半数
の方が回答をしなかった。また、得られた有効な回答も
64名分であり、質問紙の項目数と比較しても十分とは言
えず、これにより行った因子分析での累積寄与率も51.0%
であった。各因子に関する検討結果も考慮すると、少なく
とも得られたデータの半分は明らかとなった要因では説
明できていないことになる。当事者へのインタビューに
より、量的調査では得られなかった影響要因を補うことを
試みたが、これで十分だったと言うことはできない。今回
実施した量的調査については決して十分なものとは言え
ず、今後は今回得られた結果も生かし、さらに十分なデー
タによる分析を行うことが必要であると思われる。さら
に、詳細な面接での調査を行い、具体的な事例を得ること
も重要ではないかと思われる。
また、今回実施した予備調査において、白杖を使用に
伴う困難さは感じなかったという回答者があり、また量的
調査においても「抵抗が大きくなった」との体験が一切
無い回答者がいた。残念ながらこれらの回答者に対して
インタビューを行うことができなかったが、白杖の使用に
心理的な困難さを感じたことの無い視覚障害者に対して、
調査を行うことは、今後の解決に繋がるのではないかと思
われる。
本研究で得られた結果に基づき、当事者、医療・福祉の現
場、社会に対して、何らかの対処を行っていくことも重要
であるが、併せて今後この問題の対処へ向けて、さらなる
研究が必要であると思われる。
なお、質問紙調査（量的調査）の実施にあたり、質問紙を
受け取った中のごく少数の方より、質問紙の内容に対する
不満の声が届けられるなど、調査が、質問紙を受け取った
方や配布された方への負荷となった様子がうかがえた。
視覚障害者である筆者自身が中心となり、回答者に対して
の配慮を検討して実施した調査であったが、逆転項目を設
けることが困難な形式の質問紙としたことなど、配慮が十
分でなかったことは反省すべき点であった。今後、このよ
うな調査を行うにあたっては、極力回答者などの協力者の
立場に立って調査を進めることが必要であると思われる。
結論
視覚障害者が白杖を使用する際の心理的な困難さには、
当事者の「障害者扱いへの抵抗」だけでなく、周囲からの
誤った理解から生じる「誤解への不安」が確認された。
そのほか、「迷惑をかけることへの不安」など、障害者と社
会との関係性が関わる複数の要因が示唆された。また、
特に全盲と弱視とではそれぞれの要因からの影響に差が見
られた。弱視者には「誤解への不安」の影響が大きかった
が、「障害者扱いへの抵抗」においては差がみられなかった。
心理的な困難さを軽減するためには、当事者に対して白杖
を使用することの利点について伝わるような働きかけを進
めることが必要である。そのほか、「誤解への不安」に深く
関わる就労継続に関して、展望を伝えていくことや、医療・
福祉関係者のみならず、社会全体へ、弱視者を含めた視覚
障害者の実情について啓蒙を進めていくことが重要と思わ
れる。
付記
本論文の一部は、第31回日本社会精神医学会（2012）に
おいて発表した内容を加筆修正したものである。
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Abstract : Psychological difficulty is commonly experienced by people with visual impairment when using a white cane. 
Following a preliminary survey to compile question items, the questionnaire was designed and conducted to investigate 
factors contributing to this psychological difficulty.  Factor analysis extracted six factors that were shown to generate 
consistent factors regarding psychological difficulty, including “resistance to being treated as a disabled person”, “anxiety 
about misunderstandings”, and “anxiety of the disability becoming known”.  “Anxiety about misunderstandings” 
comprised several work-related items, and interviews conducted with some participants revealed an inability to use a 
white cane due to fear of a change in treatment at the office.  The present findings suggest that, as opposed to simply 
embarrassment about using a cane or difficulty about acceptance of disability by the person with visual impairment, 
multiple factors involving the relationship between society and people with visual impairment contribute to psychological 
difficulty when using a white cane.
(Reprint request should be sent to Junichi Fujisaku)
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